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Neogene paleogeography in the Hekuriku region,  Central Japan,
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Abstract Recent progress of  biostratigraphie investigation and  radioTnetric  age  dating has established

a  revised  correlation  of  the Neogene formations in the Hokuriku  region,  Central Japan. Two  rock  dis-

tribution maps  and  seven  paleogeographic maps  are  presented, corresponding  to seven  stages  from

Miocene to early  Pleistocene. Suceesive changes  of  paleogeography  and  paleoenvironmental  cenditions

are  outlined  as  follows :

1)  Nirehara and  older  stages  (older than 20Ma)

  Distribution map  of  the  formations olcler than 20Ma  is shown  with  radiometric  ages.

2) Iwaine and  Iozen stages  (20-17Ma)

  Ande$tic and  rhyolttic  pyroelastic  materials  of  Early Miocene time  are  indicated on  a  map.

3) Kurosedani stage  (16,5L16Ma)

  After an  intensive vo}canic  episode  during the  Early Miocene, marine  transgression  eccurred  in this

region.  It is characterized  by the tropicallsubtropical'melluscan  YatuomKadonosawa  fauna including

mangrove  swamp  plants and  Potamid'Arcid molluscs.  This sedimentary  basin was  filled by a great

amount  of coarse  clastic sediments  transported  by rivers  frofn the  south  and  north,

4)  Higashibessho stage  <16-15Ma)

  The sedimentary  basin of  the former stage  became  rapidly  wider  and  deeper, and  subbathyal

homogenous  black muds  were  deposited.

5)  Lower  Otogawa  stage  (15-14Ma)
   The deep marine  basin of  the Higashibessho stage  became  shallower  because coarse  clastic  sediments

and  calcareous  sandstones  were  deposited. A  warm  current  flowed into the basin as  in the preceding

stage.6)

 Upper Otogawastage (13.5'8Ma)
   The  warm  marine  envirenment  abruptly  cooled  at about  13.5Ma,  Silts and  sands  were  deposited in

the central  and  northen  parts of  the present Noto Peninsula. The  sea  became  narrower,  partly changing

to land area,  This stage  is characterized  by the shallow  and  cold  Otogawa fauna.

7) Ao  stage (6.5'3.5Ma)
   The  whe!e  area  of  the  Noto Peninsula became  land, and  the  sedimentary  basin became  narrower

than  during the former stage,  Sands and  silts  were  deposited under  a  cold  current  environment.

8) Yabuta  stage  (3.5'1.5Ma>
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　 The　cold　current 　sti旺 flowed　into　the　basin　and 　an 　open 　sea　conditユon　prevailed．　Siltstone　and 　sand −

stones 　in　the　basin　contain 　deep　sea 　molluscs 、

9 ）　Omma 　stage （1．5−0，8Ma）

　 The 　basin　became　narrower 　than　in　the　preceding 　stage 　and 　was 　under 　 a　cold 　current 　with 　an 　 occa ．

sional 　 warm 　current 　 invasion　from　the　south ．　 This　 stage 　 is　 characterized 　by　 the　cold 　shaUow
‘‘
Omma −Manganji　fauna

”
、

Key 　words 　： Hokuriku　reg 重on ，　 radiometric 　ages，　 biostratigraphy，　 stratigraphic 　 corre 置ation，　Neogene

　　　　　　 paleQgeography ，　pa匡eoenvirQnment 　conditions

は　 じ　め　 に

　近年，有孔虫 ・珪藻 ・放散虫
・
石灰質ナ ン ノ 化石 な ど

の 微化 石 に よ る 生 層 序 学 的 研究 が 著 し く進展 し
，
さ ら に

，

K −Ar 法 や フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク法 に よ る 放射年代 も

多 く得 られ，微化石生層序と相ま っ て 分解能の よ い 年代

対比 が 可能 と な っ た．．

　北陸地 域 に お い て も ， 各地区に お い て多 くの データが

蓄積され て きた． し か し，北陸全域 の 古地理 の復元 は，

紬野 ほ か （1961 ）以 後行 わ れ て い な い ，こ の 小論で は，
こ れ まで 公表され た デ ータ を利用 し，楡原期 お よ び そ れ

以前 （20Ma 以前），岩稲期と医王山期 （20〜17Ma ），黒

瀬谷期 （16．5〜16Ma ），東別所期 （16〜15Ma ），下 部音

川期 （15〜14Ma），上 部音川期 （13．5−− 8Ma ），阿尾期

（6．5〜3．5Ma），薮田 期 （3．5−−1．5Ma ），お よ び 大桑 期

（1．5− O．8Ma ）に つ い て 古地理 の 復 元を試 み た，小論

の 作成 に あた っ て は
， 富山県地 域 を藤井 が，石川県地域

を細野 が，福井県地域 を中川 が 主 に 担当 し，資料 を も ち
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北陸地域 に お ける 新第三 系の 層序対比 と新第三 紀古地 理

よ り検討を重 ね た．

　こ の 研究 は 1987年 か ら1990年 に わ た っ て 実施 さ れ た 文

部省科研費総合研究 A 「日本海沿岸後期 新生 代層 の 層 序

と古環境 の 変遷 （6230201．9）」 の 一
環 と して 行 わ れ た ．

そ の 間代表者 の 小林巌雄氏 （新潟大学理 学部）をは じ め ，

総 研分担 者 か ら多くの ご教 示 を い た だ い た，ま た，富山

県地域 の 研究 を進 め る に あ た っ て は ，小笠原憲 四郎氏（筑

波大学 地 球科学系〉，清水正 之氏 （富 Llj県総合教育 セ ン

タ
ー

），金 子
一

夫 氏 （富 山 女子 高等学校 ）に ご助力 い た

だ い た．石 川 県 地 域 に つ い て は，下 川 弘晃氏 （東海農政

局）の ご助力を；福井県地域 に つ い て は 三浦　静氏 お よ

び 中 島 正 志 氏 （福 井 大 学 教 育学部〉，安野 敏勝氏 （福井

県教育研究所），東　洋
一．一

氏 （福井県 立 博物館） の ご助

力 を得 た．こ れ らの 方 々 に 記 して 厚 くお礼 申 し上 げる．

北陸地域新第三 系の層序と対比

1．新第三 系 の 対比 と古地理図

　近年 の 資料 に 基づ く北陸 3県 に 分布す る 新第三系の 層

序区分 と対比 の 大綱 は
， 「日本 の 地 質 5 ・中 部 地 方 ll」
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（山下 ほ か，1988）に 示 さ れ て い る ．ま た ，本総 研 の 過

程 で，縞野 ・下 川 （1989）は そ れ まで 発表 され た （
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第 2図　楡原期 とそ れ以 前 の （20Ma以前）の

　　　　岩相分布図

第 3図　岩稲 ・医王山期（20−17Ma ）の

　　　　岩相分布図

未公表〉資料 を用 い て 富］Lt・石 川県下 の 新第三系 の 対比

を行 い ，中川 （1989） は福井県 の 新第三 系 の 対比をま と

め た．第 1 図 は こ れ らの 資料 に 基 づ い て 要約 した も の で

ある ，文献 は あ ま り煩雑 に な る の で 「日本 の 地質 5 ・
中

部地方 H』，紬野
・
下川 （1989），中川 （1989）に あげ た

も の は 同書 に 譲 り，い ち い ち あげ な か っ た，

　 こ れ ら の 対比 に基づ い て
， 北陸地域 の 新第三紀一第四

紀初期の 地 層 は，古地理
・
古環境 の 観点 か ら，9 つ の 時

期 に 区分す る こ とが で き る ．楡原期 と そ れ 以前 （20Ma

以前〉，岩稲期お よ び 医王山期 （20− 17Ma ）， 黒瀬谷期

（16．5− 16Ma ），東別所期 （16〜15Ma），下部音川期（15
〜

　14Ma ），上部 音川期 （13．5〜 8Ma ），阿 尾 期 （6 ．5−

3 ．5Ma ），薮 田期 （3．5〜1．5Ma），大桑期 （1．5− O．8Ma）．

　楡原期 と それ以前 の 地層 の 分布を第 2図 に，岩稲期お

よ び医王 山期 の 地層 の 分布 を第 3 図 に 示す．黒瀬谷期一

大 桑期 に つ い て は 古地理図 を第 4 〜10図 に示 す，

2．地層各説

（1） 楡原 期お よ び そ れ以 前 （20Ma 以前）

　富山県 南 部 に模 式 地 の あ る 楡 原 累層 は
， 北陸地域 の 新

第 三 系 の 最 下 部 を 占め る 堆積物 で，主 と して 河川成 の 礫

岩 ・砂岩層 か らな る．ま た，こ の 時期に は，月 長石流紋

岩に代表 さ れ る 酸性火山活動 が 知られ て い る，楡原 累層

（層厚230m），庄 川
・
小矢部川上 流域の 刀 利礫岩層 （400

m ）と日 中流 紋岩 （200m ），福井県下の 西谷流紋岩 （200

m ）な ど を一
括 して こ の 時期 の もの と した．能登半島の

安山岩類の
一

部 に つ い て ，柴 田 ほ か （1981＞が 報告 し て

い る 28− 23Ma の 火 山岩類 も第 2 図に そ の 分布 を示 した ，

　臼中流紋岩か ら約25Ma の K−Ar 年代 が，西谷流紋岩

か ら27，2〜21．7Ma の FT 年代が報告 さ れ て い る ，

　楡原 累層 は 能登 西 部 や 小 矢部 川 ・庄 川 上 流 地 域 で は 古

期岩類を取 り囲 む よ うに分布 して お り，そ の 分布や 岩相

か ら推定 し て 陸水域 の も の と考 えら れ る，西谷流紋岩 の

一
部 は そ の 下位 に 礫岩 を 伴 う こ と が 最 近 明 ら か に な っ た

（木戸 ほ か
，
1989）．

（2） 岩稲 ・医王山期 （20〜17Ma ）

〈模式層 と相当層 〉

　岩稲期は，富山県八 尾地域 に 分布す る 岩稲累層 に 代表

され る，安山岩質の 溶岩お よ び火 山砕屑岩か ら な る ，ま

た，岩稲期 の 地層 を整合 に覆 う医王 山期 の 地 層 は，医王

山累層 に 代表 さ れ
， 流 紋岩質の 溶岩や凝灰岩か ら な る。

　岩稲期 は 富 LLIの 岩稲累層 （550　m ）を模式 と し，能登

半島 に広 く分布す る 安山岩質火山岩類 の
一

部 （約 1，000
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m ），丹生地 区 の 糸生累 層 下 部 （700m ） な どが こ の 時期

に相当す る．

　 医王 山期 は，流紋岩質溶岩 と凝灰 岩か ら な り，一
部 で

細粒凝灰岩 や 凝灰質泥岩 な ど を挟 在 す る，医王 山累層

　（SOO〜1，eoOm＞の 相当層 と して，丹生 地 区の 糸生 累層
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かや

上 部 （600m ）や 加賀地区の 栢 野 ・山中累層，能登半 島

北部の 柳 田 累層 な ど が ある ，

　〈年代 〉

　岩稲累層 お よ び 医王山累層の 年代 は，上位 の 黒瀬谷累

層 の 生層序年代 が Actinocyetus　ingens　ew（16・5N16 ・OMa）
を 含む こ と か ら （長谷川ほ か

，
ユ990 ；小笠原 ほ か，1990），

16Ma よ り は古い と考 え ら れ る ．糸生累層 下 部の 安山岩

か らは 19− 18Ma の FT 年代 が 知 ら れ て い る，従 来，穴

水累層 と して 一
括 さ れ て い た能登半島の 安山岩類 につ い

て は
， 前述 の よ う に 28　一一　23Ma の もの が あ る が，20〜

16Ma の 年代値 も多く得ら れ て い る ．こ れ ら か ら 岩稲期

は ほ ぼ 20− 18Ma と 考え られ る．

　医王山累層 に相当す る 糸生 累層上 部 は 17．1，16．OMa
な どの 放射年代 が報告 され て い る ．し た が っ て ，医王山

期 は 18〜17Ma 頃 と考 え られ る ，

〈古地理 と古環境〉

　岩稲累層 の
一

部 に は 富山県の 礪波 地 区 や 魚津地区 で は

枕状溶岩が 見 られ
， 水域 で 形成され た こ と を示 し て い る．

ま た，上 部 の 凝灰岩 か ら海生軟体動物化石 が報告 さ れ て

い る．

　医王 山累層 と そ の 相当 層 は 溶結凝灰岩 を含 む こ と か

ら，陸域 で 堆積 し た もの が多い と 考え られ る．石川県南

部お よ び丹 生 地区で は火砕岩 の 問 に湖成堆積物 を挟 み ，

丹 生 地 区 で は コ イ科魚類 や 昆虫化石 を産出す る．また，

丹 生地 区で は湖成層 の 上 位 か ら海生 の 軟体動物化石 を産

出 し （安野，1979），海成 の 環境へ と急速 に 変化 した こ

と を示 して い る．

（3） 黒瀬谷期 （16．5〜16Ma）

〈模式層 と相当層〉

　熱帯一亜 熱帯 性 の 浅海環境 を示す化石 を産出す る 凝灰

質 な砕屑岩 で 特徴づ け られ る．こ の 時期 に も火山活動 は

引 き続 い て お り，酸性 の 火砕岩類 が 広 く分布する が
， 丹

生 山地 や 富山東部 に お い て は 安 山 岩類 の ，ま た
，

金 沢地

域 に お い て は 玄武岩類 の 活動が み ら れ る．

　八 尾地区の 黒瀬谷累層 （700− 900m ）を模式 と し，能

登 の 東印内累層 （200m ），金沢地 区 の 砂 子 坂 層 （270m ），

加越 地 区 の 河南 累層 （500m ）， 丹生地区 の 国見累層 （700
− 800m ），若狭内浦地区の 塩汲峠層 （70皿 ）な どが ある．

〈年代 〉

　黒瀬谷累層上部 か ら は，A ．ingens帯〜D ，Praelauta

89

第 4図　黒 瀬 谷期（16．5−16Ma ）の 古地 理 図

帯 の 珪 藻化 石 の 産 出 が 知 ら れ て い る． ま た，tropical

spike （ltoigawa11989 ）と呼 ば れ る Aturia や Geloinaな

どの 熱帯性 の 化石群集が卓越する一
時期 を含む．放射年

代 と して は，金沢 の 七曲層 の 玄 武岩 か ら 16．3Ma （中 島

ほ か，1990）の K −Ar 年代が 報告 され て い る ．以上 の こ

と か ら16．5〜16Ma と した．

〈古地 理 と古環境 〉

　海生動物化石 か ら は
， 熱帯性〜亜 熱帯性 の 内湾 ・浅海

域 が 広 が っ て い た と考え られ る．た だ しこ の 時期 の 後期

か ら東別所期に か けて ，北陸の ほ ぼ 全域 に 大 規模 で 急速

な 海進が 認 め ら れ る ．

　台島型植物化石，マ ン グ ロ ー
ブ植物群の 花粉群集，マ

ン グ ロ
ー

ブ 沼 や 内湾に 生 育す る Geloina ，　Telescopi”m ，
ViCarya，Anadar α な どの 軟体動物化 石 ，浅海域 に生 息

す る （）Pereulinaや MIPg）
，Psinaな ど

， 前〜中期中新世 の

示準化石 を多 く産出す る．脊椎動物 と して は ，StegolOρhO−

don，　 Paleeρaradoxia を産出す る ．全 体 に 屈 曲の 多 い 海

岸線 を もつ 浅海域 が 広 が り，暖流 の 影響 が 強 く，ウ ミガ

メ や Aturia が 漂流 し て きて い る．

　富山南部の 黒瀬谷 累層 で は，室牧磔岩 ・樫 ノ 木礫岩 ・

座主坊礫岩な どの 扇状 地性礫岩 の 厚層が 発 達 し，そ れ ら

の 間 に マ ン グ ロ ーブ沼 や 入江 の 堆積物が 挟 まれ て い る．
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go 藤井昭二
・細 野 義夫 ・中川 登美雄

後背地 の 隆 起 が 盛 ん で 偽礫 を 多 く含み ，マ ン グ ロ ーブ

相
・内湾相 ・外洋相 の 生 物 が 混在 して 含 まれ る，多量 の

砕屑物 が 供給 され た た め ，お そ ら く海水 は に ご り， 暖海

で は あ っ た が 造礁 サ ン ゴ は 生 育 し に くい 状況 に あ っ た と

考え ら れ る ．

　金沢地区で は，医王山期 の 火山活動の後に 海が 侵入 し
，

外洋性 の 砂底 に す む生 物が卓越 して い る．

（4） 東別所期 （16〜15Ma ）

〈模式層 と相当層 〉

　富山南部 の 東別所累層 （800m ）を模式 と し，相当層

と し て は ，金 沢 地 区 の 朝 ケ 屋 泥 岩層 （150m ），加越 地 区

の 細坪泥岩層 （200m ），月
．
生地区の 荒谷累層 （300m ），

若狭内浦地 区の 神野浦頁岩層 （1001u）など が ある．

〈年代 〉

　東別所累層 か ら は，A ．ingens帯〜D ，　 lauta帯 の 珪 藻

化石 （長谷川 ほ か，1990）や N ．8〜N ．9下部 を示す浮遊

性有 孔 虫 化 石 を産 出す る （茨木，1981 ； 柴 田 ・石 垣，

1981）．黒 瀬谷 累層 と 東別所累層 の 境界部 に挟在す る 山

田 中 凝 灰 岩層 の FT 年 代 は 16．OMa （早 川 ，1983），

15．OMa （中島 ・水 島，1984） が 知 ら れ て い る，朝 ケ屋

泥岩層 か ら は
，
1）．Praetauta　reの 珪 藻 が，加越地区 の 細

坪泥岩層 と大聖寺累層 か ら は，N ，8 帯 の 浮遊性 有孔虫

（中川 ・千地 ，1988）が 産出す る．荒谷累層 に つ い て は，

OPercu“na 層準 の 下位 か ら15，7Ma の K−Ar 年代 （中島

ほ か，1990）が知られ，上位 か ら は N ．8 帯上部 の 浮遊

性有孔虫 （中 川 ・田 原，1991）が 産出する ，こ れ ら の こ

とか ら東別所期 の 年代を16〜15Ma と し た．

　〈古地 理 と古環境〉

　 こ の 時期に は 黒瀬谷期 と比 べ る と，海域が 急 速 に拡大

して 半深海 の 深 さ に 達 し
， 北陸地方 全 域 に 均質無層 理 の

泥岩層が広 く分布す る，ただ し，こ の 時期 の 後期に は 一

部で 海退相が 認 め られ る ，

　 軟体動物化 石 と し て は
， 泥棲 の Acita、　Nuculana，　Pro −

Pea7nussiumな ど を 産出す る．ま た，深 さ500− 1，500　m

付近 に 生息する 底生有孔虫化石 を産出す る（千地，1986）．

　 能登半島基 部で は，多島 海 的 な 古地 理 と な り，粗粒 な

砂礫層 に よ っ て 特微づ け ら れ，珠洲地域 に お い て は酸性

火山砕層岩が 車越 して い る．丹生地区で は，無層理泥岩

の 発 達 は 乏 し く，主 と し て 砂岩が 堆積 して い る （中 川 ・

田 原，1991）．

　 暖流系 の 浮遊性有孔虫 を 多産す る こ とか ら，暖流系 の

影響 が 強か っ た もの と考 え られ る．

（5｝ 下部音川 期 （15〜14Ma ）

　〈模式層 と相当層 〉

　 富山南部 の 下部音 川累層 （天狗山累層，400m ）を模

　　　第 5図　東別所期（16〜15Ma ＞の 古地理図

式 と し，相 当層 と して は 能登南部 の 七 尾石灰質砂岩層（30

m ），能登北 西部の 関野鼻石灰質砂岩層 （80m ），加 越 地

区 の加佐 ノ 岬累層 （800m ），丹生地区の 市 ノ 瀬累層 （200
〜400m ）や 安山岩類 が あ る ．砺波 地 区や 丹生 地 区 に お

い て は 東別所期 の 後 ， 短 い 隆 起 侵 食 期 が あ り，下 位層 と

の 不整合 は 明 らか で あ る．

〈年代 〉

　加佐 ノ 岬層 か ら，D ．　tauta帯 に 属 す る 珪 藻 が 産 出す

る （ltoh　and 　Ito，1989），　 Argonauta を産 出す る 吉倉累

層 上 部 の 珪 藻化 石 は，D ，　hyati”a 帯 に 属す る （柳沢，

1990）．下 部 音川 累 層中 の 凝灰岩層 か ら は ，12．3Ma （早

川，1983），15．1Ma （木村 ・辻 ，
1990）の FT 年代 が 報

告 さ れ て い る ．丹生 に お い て は，市 ノ 瀬累層 の 上位の 安

山 岩類 か ら 15．0，14．4Ma の K −Ar 年代 が 報告さ れ て い

る （中島 ほ か
，

1990）．三 国地 区の 米 ヶ 脇累層 で は
， 挟

在す る 安山岩 か ら14− 13Ma の K −Ar 年代 （東野 ・清水，

1987；中島ほ か，1990）が得られ台島型か ら後期 中新世

へ の 移行型 の 植物群 の 産出が 報告 さ れ て い る （植村
・安

野，1991）．以 上 の こ と か ら こ の 時期 を 15− 14Ma と した．

〈古地理 と古環境 〉

　東別所期 に 比 べ る と海域 は 浅 くな る，下 部音川累層 や

能登 北西地 区 に 分布す る 石 灰 質砂岩 か ら は
，
Nanao 一
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第 6図　下 部音川期（15〜ユ4Ma ）の 古地理図 第 7 図 上 部音川期（13．5−一　8　Ma ）の 古地 理 図

ehta ｝nys 　notoensis ，Ko　toraPecten 　hαgamianus な ど の Pec．

tinids を 産 出す る （Ogasawara　et　al ，，1989）．哺乳類化

石 と して は PaleoParadoxia‘1’　Desmosty　lusが知られ て い

る ．石 灰 質砂岩層 を 除い て は，こ の 時期 の 地 層 か ら は…

般 に 石 灰 質微 化 石 の 産 出 は 少 な い ，

　米 ケ脇 累 層 （200m ＞と火山岩類 お よ び 石川県橋立 地

区の 尼御前岬層 （100m ）は，下部音川期末期 の 地 層 で （東

野 ・清水，1987），下 部 は海成 の 泥岩 （安野 ，
1987）か ら，

上部 は
一
部河川 成 の 堆積物 か ら な る ．福井地方の 大部分

は13Ma 以後陸域 とな る．

　Nan α echlamy 　s　ne 　tO　ensis や Argonauta の 産出 か ら暖流

系の 影響 が 残 っ て い た と考え られ る．

（6＞ 上部音川期 （13．5〜 8Ma ＞

〈模式層 と相当層 〉

　富山南部 の 上部音川累層 （層厚600m ）を模式 と し，

相当層 と して は，福光地区 お よ び 金沢北部地区 の 高窪累

層 （200m ），氷見地区の 姿 累層 （450m ），能 登 半 島南 部

の 志雄地 区 の 聖川累層下部 （500m ）が あ り，能登 南部

お よ び 北東部 地 区 で は，珪藻 に 富 む 泥岩 で 特徴付 け られ

る 利倉累層 （60 皿 ）や 飯塚珪 藻岩層 （400m ）が 知 ら れ

て い る ．

〈年代〉

　飯 塚層 の 下 限 は D ．PraedimorPha帯 に，上 限 は D ．

yabei 帯 に 対比 さ れ，姿累層 で は 1）．hustedtii，1），　kamt．

schattCa 帯 の 珪藻 が 産出 す る．上 部音川累層中 の 凝灰岩

か らは
，
9．5Ma の FT 年代が知ら れ て い る （角井，1986）．

以 上 の こ と か ら こ の 時期 を13．5− 8Ma と し た．

〈古地理 と古環境 〉

　下部音川期 は なお 暖流 の 影響 が 強 か っ た の に 対 し，上

部音川 期 は寒流系の 海域 を示 す．上 部音川累層 に お い て は，
Mya 　cunetformis ，　Peronldla　ayonoensts ，Dosinia　ettyltensis ，
Gly　cy 　me 　ris　mats ” moriensis な ど の 寒流系 の 浅海生物 を

多産 す る （藤井
・
清水，1989，1990，1991；清水 ・藤井，

1991）．

　浅海に お い て も寒流 が 岸を洗 い
， 沖合 で は栄養 に 富 ん

だ湧昇流 が発達 し，飯塚層 や 和倉層 に 見 られ る よ う な珪

藻泥岩 の 厚 層 が 形成 され た。

（7） 阿尾期 （6．5〜3．5Ma ）

〈模式層 と相当層 〉

　氷見地区 の 阿尾累層 （loem ）を模式 と し，相当層 と

して は，志 雄 地 区の 聖川累層上部 （200m ），七尾東部 の

赤崎累層 （150〜200m ），富山南部 の 上 部音川 累層 の 上

部 （100〜150m ），医王山地区の 高窪 累層 の 上 部 （約 100
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第 8図　阿尾期（6．5− 3．5Ma ）の 古 地 理 図 第 9 図　薮 田期（3．5〜1．5Ma ）の 古地 理 図

m ）が あ る．

〈年代 〉

　阿尾累層 （稲積層〉か ら は，D ．　leamtschaticaや T．

oestrup “ （両角 ほ か，1979 ；渡辺，1990）の 珪藻化石帯

が 知 ら れ て い る 。富 山 南 部 の 相当層 か ら は，5t2Ma の

FT 年代 （角井，1986）が 得 ら れ て い る，以上 の こ とか

ら こ の 時期 を6．5− 3．5Ma と した．

〈古地 理 と古環 境 〉

　上 部音 川期と比 較して 海域 は や や 縮小 し た が，引続 き

寒流 系 の 卓越す る 環境 で あ る．金沢
一

富山地区 で は砂

岩 ・』シ ル ト岩相 か らな り，数枚 の テ フ ラ を含む．宝達山

一二 上 山隆起帯 よ り以北で は シ ル ト岩層 か ら な る，

　軟体動物化石 は 泥質堆積物中 か ら散在的 に 産出 し，

Macoma 　calcarea ，　Conchocete　bisectα ，　Mya 　cunetformis ，

Panomya 　sp ．な どが 知 られ て い る ．

　上 部音川 期 の 後 に宝達山塊 の 隆起 に よ っ て 宝達山
一二

上山方向の 隆起軸が生 じた ほ か，石動山 の 能登北部 の宝

立山塊 の 隆起 が お こ っ た．た だ し，海陸 の 分 布 は 上 部 音

川期 と ほ とん ど変 わ らな い ．

（8） 薮田期 （3．5〜1．5Ma ＞

〈模式層 と相 当 層 〉

　能登半島南部 の 薮 田 シ ル ト岩層 （150m ）を模式 と し，

相当層 と し て は，七 尾東部 の 崎山 シ ル ト岩層 （ユ30m ），

な お，福井県勝山市 か ら岐阜県の 白鳥町 に か け て は，約

3Ma の 年代 を 示す安 山岩 に伴 っ て （清水 ほ か
，
1988），

小規模 な湖成 層 （牛ケ谷層）が 知 られ て い る ．

〈年代 〉

　薮 田層 か ら は 浮遊性有孔虫 や ナ ン ノ 化石 が 多産 し，珪

藻 の D ．hamtschatica，　D ．semin α e　 var ．fossilis帯 が 知 ら

れ て い る （小泉，1979），

〈 古地 理 と 古環境 〉

　能登半島基部 で の 海域 は，阿尾期 と 比 べ て 少 し広が り，

全体 に 寒流 の 影響 が 強か っ た．

　 軟体動物化石 と し て は， Conchoeete　biseeta，L ”cino ．

ma 　annulata ，Acilα，　Nuculαna 等 の 中
一下部浅海帯 の 軟

体動物化石 が合弁で多産 す る．こ れ らの 化石 は い ず れ も

寒 流 系 種 で ，つ ぎの 大 桑 期 の 軟体動物化石 は浅海種が多

い の に 対 し て ，や や 深 い 環境 を示す こ とに特徴 が あ る．

（9） 大桑期 （1．5〜O．8Ma ）

〈 模式層 と相当層 〉

　 金 沢付 近 の 大 桑 層 （250m ）を模式 と し，相当層 と し

て は氷見地区の 十 二 町層 （200m ）， 頭川層 （100m ）， 雨

晴層 （40m ）が ある．そ の 他 ， 富山県中部 に 安養坊砂泥

互 層 （50m ），三 田 累層 （250m ），東部 に 室田砂岩層 （200
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第10図　大桑期（1．5− O．8Ma ）の 古地理 図

m ），横尾砂質頁岩層 （200m ）がある．大桑層 ・十 二 町

層 は シ ル トー中粒砂 か ら な る が，頭川層 ・雨晴層 は粗粒

砂 に 富 ん で い る．

〈 年代 〉

　大桑層 お よ び相当層か ら は有孔虫お よ び 石灰質 ナ ン ノ

化石 を 多産 し，高 山 ほ か （1988）は ナ ン ノ化石帯の 詳細

な検討 か ら，金沢 地 区の 大桑層 の 年代 をL5 〜0．8Ma と

した．三 田 累層 か ら は ナ ン ノ 化石 で CN13 横 尾層 か らは，

珪藻 の D ．seminae 　var ．　fossilis帯 が 知 られ て い る ．

〈 古地理 と古環境〉

　寒流系 の 影響 を主 と し，と き ど き暖流の 流入 が み られ

た．　T” rritella 　saishuens ｛s，　 Tectouaticaゴanthestomoldes ，

Anadara 　amicula 　etongata ，　Clycymeris　yessoensis ，Mizu −

hoPecten　yessoensis　yessoensis，Peronidia　venulosa な ど

の 寒流系の 軟体動物化石 で 代表 さ れ て い る が，中 ・上 部

に 寒流系の 軟体動物 が 混入す る こ と が 知 られ て きた．北

村 ・近藤 （1990）は 金 沢付近 の 大桑層 に 含 まれ る軟体動

物群集の 詳細 な解析な どに よ っ て，海水準 の 昇 降 に 伴 う

水温変化 が あ っ た こ と を示 唆 して い る ．

　ま た，三 田累層 か ら は Buccinum，NePtunea な ど の 深

い 海 を示す軟体動物化 石 や PanomPta 　arctica な どの 寒冷

な種 も産出す る （藤井 ・清水，1988）．

　ほ と ん どの 地点 で 浅海生 の 貝化石 を産出す る が，能登

半島基部 で は一
部 に 粗粒 な 堆積物 が 分布する ．海 域 は 薮

田期 に 比 べ る とあ ま りか わ な い が，能登南部 で は 石 動 ・

宝達山背斜の 萌芽 が あ ら わ れて
， 海域 は東と西 に 分けら

れ た．

ま　 と　 め

　 北陸地域 の 新第三系につ い て ，最近 の 資料 に基 づ い て

層序 の 対比 を行 い ，黒 瀬 谷 期 以 降の 7 つ の 時期に つ い て

古地 理 図 を作成 した ．

　 層序対比 に あた っ て は ，微化石 生 層序 と放射年代値 を

参照 した．1980年頃 ま で に 報告 さ れ た放射年代 の 中 に は ，
そ の 後に得 られ た資料 や 生層序の 年代 と合 わ ない もの が

ある．そ の よ うな場合 に は，微化石 生層序 を基本 と し，
広域的 な知見 を基 に して 年代 を推定 し た．

　古 地 理 図 に つ い て は
，

16．5〜O．8Ma ま で の 間を 7 時

期 に分 け て，海陸 の 分布 や 古環境 に つ い て考察 し た．そ

の 要点を記せ ば 下記 の よ うに な る．

　 北 陸 地 方 の 陸 上 に お ける 新第 三 紀層の 分布は，地層形

成当時 の 分布を必 ず し もその ま ま反映 して い な い ，前期

中新世 に は じ まる広域 的 な 火山活動 と堆積 盆 地 の 発 生 の

後，数次 に わ た っ て 広 域 的，あ る い は 局所的 な地殻変動

　（隆起 ・沈降）と浸食 ・削剥 を経 た結果 が，現在見る よ

うな各層 の 地表分布 を生 み 出 し て い る ．し た が っ て，新

第三 紀
一

第四 紀初期 の 古地 理 （水陸分布 や 海域の 水深，

陸上 の 地形な ど）の 復 元 に あ た っ て は，現在見 ら れ る 分

布を も と に して ，さ まざ ま な 地質学的推定 を加 える 必要

が ある．

　北陸地方 の 新第三系 の 形成過程 と，そ の 間に 生起 した

顕著 な構造運動ならび に古地理変遷の 大筋 は，以 下 の よ

うに ま とめ ら れ る ．

（1） 初期 の 火山活動

　日本海底を含 む 隠岐 ・能登堆積盆 地 （紬野，1986） の

東端部が 現在の 北陸地方 に 相当 す る．そ こ で は，27Ma

お よ び 25Ma の 火山活動 に 続 い て
， 陸上 お よ び水域 で 激

烈な火山活動 が お こ っ た （2e〜17Ma ）．

  　海進 と堆積盆地 の 形成

　海 が 進入 し，亜 熱帯性 フ ォ
ー

ナ で 特徴 づ け られ る広大

な浅海域 が 出現す る （16．5〜16Ma ＞．続 い て 急激 な深海

化が お こ り （16〜15Ma ＞，飛騨山地側 の 隆起 傾 向が 関与

しつ つ 再 び浅海域が 出現す る （15〜14Ma ）．

（3） 日本海 の 寒冷化

　13．5Ma を境と して，それ まで の 暖海的環境 は
一

変 し，

主 と し て 冷水 の 卓越 す る 海域へ と変貌 し，珪 藻泥岩 な ど

の 厚層 の 堆積 が お こ る．
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  　能登隆起帯 の 形成

　能登半島の 原形とな る 隆起帯 の 形成 の きざ しは，ほ ぼ

8Ma 頃 に は じ ま る．宝達山 の 隆起 に 伴 う北縁断層帯と

二 上 山背斜帯 の 形成，石 動山の 隆起 と コ ロ サ 断層 の 形 成 ，

能登 北 東部の 宝立 ］IIの 隆起 と東西性 の 断層 な どが 形成 さ

れ た．

（5｝ 中新世末期以後 の 堆積盆 地 の 縮 小

　6．5Ma 以後 の 堆積盆地 は 著 し く縮小 し，七 尾 地域以

南 に 局 限 さ れ る ．阿尾期
・
薮 田 期を経 て 第 四紀初期 の 大

桑期 に 移行す る ，

（6） 丘陵 と平野 の 分化

　更新世 中期 の 卯辰 山 累層の 形成後 に （約0，5Ma ），半

島南部 と富山
・金 沢地 域 に お け る 変動 が あ り，丘 陵地 と

平野部 が 分化す る．
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（要　旨）

藤井昭二 ・紬野義夫 ・中川登美re，
　1992：北陸地域 に お け る新第三 系の 層序対比 と新第三 紀古地理．地質学論集 ，

37・85−95・（F・jii・ S・，　 Kasen。・ Y・a ・ d　N・k・gawa，　T．，1992 ：Ne ・9… pal・・9・・g・aphy ．i，　the・H 。k、，iku

　regoin ，　Central　Japan ，　 based 　on 　the　revised 　Stratlgraphic 　correlation ．　Mem 　GeoL　Soa　Jmpare， 37， 85−95，）

　　微古生 物層序学 と放射年代の 進歩 に よ り，北陸地域 の 新第三 系の 精度 の 良い 対 比 表 が で き た．新 しい 対比 表

　を基 に，最初 の 2 時期 は岩相分布図，後の 7 時期 は 古地理図 を つ く っ た，

　1 ） 楡原期 と それ 以前 と 2 ）岩稲期 と医王 山期 （20−17Ma ）： こ の 2 時期 に は 火山活動が 盛 ん で 安山岩や 流紋

　岩 の 火 砕岩 が 広 く分布 し た ，3 ）黒瀬谷期 （16．5−16Ma ）：海進 に よ り堆積盆が形成 さ れ
“
八 尾

一
門 ノ 沢

”
動

　物群 が 支配 した， 4 ）東別所期 （16−15Ma）： 海 は 拡大 ・深化 し黒色泥岩 が 厚 く堆積 し た． 5 ）下部音川期

　（15−14Ma）： 堆積盆 は 再 び 浅 くな り，暖流 が流 れ て い た ．6 ）上 部音川期 （13．5−8Ma ＞： 堆積盆 は 浅 く寒流

　が 流 れ，
“
音 川

”
動物群 で 特徴 づ け ら れ る．7 ）阿尾期 （6．5−3．5Ma＞：能登半島 は 陸域 と な り，堆積盆 は 狭 く

　な っ た．8 ）薮 田期 （3 ．5−1．5Ma ）：前期と同様寒流が 流 れ，石灰 質砂岩が 堆積 し た ．9 ）大 桑期 （1，5−0 ，8M 、）

　 浅海で寒流 系の
“
大桑 ・万願寺

”
動物群 で 特徴づ け ら れ る ．
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